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運動部の３年生にとっては、３年間の部活動の集大成となる地区総体が迫ってきました。今年の地

区総体は今週末の１７日（土）、１８日（日）の両日に飽海地区の各会場で実施されます。 

校内には激励のメッセージが張り出されています。先週、昼の放送を使って各部の意気込みの発表

がありました。放課後、校内を回ると各部の練習にも熱が入っています。応援委員のエール練習の声

も響いています。「力を出し切って欲しい」と願うばかりです。頑張れ六中生！ 

 

４日（日）富士見、浜田の両学区で地区運動会が行われました（泉学

区は残念ながら中止となりました）。富士見学区の運動会に足を運びま

した。役員の仕事に、競技に精一杯頑張る六中生の姿を見ることができ

ました。上安町自治会等では、小学生をリードして応援を頑張る様子を

見ることができました。 

地区の役員の皆様から、「中学生がこんなにたくさん参加してくれた

のは初めてだ」、「六中生、立派だの」等、嬉しいお話をいただきました。 

１２日（月）、泉学区コミュニティセンターで六中学区の自治会長の皆

さんと「語る会」が開かれました。その場でも運動会での頑張りが賞賛

され、地域貢献活動への期待も語られました。２６日（月）には、自治

会長さんをお招きして地区生徒会が開かれ、今年度の地域貢献活動につ

いての話し合いが行われます。「六中生の活躍で地域を元気にする」とい

う生徒会の理念を体現するために自分たちのできることを考え、実行に

移していって欲しいと思います。 

 

 

富士見学区の運動会より 

 昨年度、酒田警察署の依頼を受けて取り組んだ「ひまわりの種プロ 

ジェクト」。生徒会執行部と有志の皆さんが、土日や夏休み中も水掛

などの世話をして、きれいな花を咲かせてくれました。 

 今年度はその取り組みを学区の小学校にも広げよういうことで、 

「ひまわりの絆プロジェクト」とバージョンアップして活動が繰り

広げられます。 

 ５月２９日に生徒会の代表が泉、浜田の両小学校を訪れ、昨年、六

中で育て、採れたひまわりの種を贈呈しました。また、六中では１２

日（月）の放課後に執行部とボランティア委員が種を植えました。真

夏に強い日差しの中、咲き誇るひまわりの花が楽しみで 



 

【ご協力・来校いただいた事業所等（敬称略）】ありがとうございました！ 

株式会社板垣水道 社会福祉法人 かたばみ会 

酒田天然ガス株式会社 株式会社青南商事 酒田支店 

荘内ガス株式会社 山形県立産業技術短期大学校庄内校 

株式会社カーサービス山形 酒田警察署 

Ｉ・Ｎ設計スタジオ 自衛隊山形地方協力本部酒田地域事務所 

医療法人健友会 本間病院  

１２日（月）、ＷＡＫＵ ＷＡＫＵ ＷＯＲＫ（わくわくワーク）が２年生で実施されました。当事業は

庄内総合支庁地域産業経済課の企画によるもので、庄内地区の中高生に「地元で働く魅力」を伝え、地元

の「人・企業・職業」を知ってもらうことを目的とする職業体験イベントです。本校では初めての実施と

なりました。 

この事業の魅力は、ただ説明を聞くというのではなく、「体験」できるというところにあることを改め

て感じました。当日は下記の１１の事業所（公的機関も含む）が、体育館や屋外、教室にブースを設け、

生徒は興味があるブースを訪れて、講義と実習を受けました。警察署のブースでは指紋の採集やパトカー

への乗車、設計士の仕事を体験したり、水道の配管を行ったり、どのブースにも子どもたち輝く顔があり

ました。２時間で２つのブースを回りましたが、「あれもやってみたい」「これもやってみたかった」とい

う声が聞かれ、貴重な学びになったことを実感しました。 

７月５日（，６日の２日間は、ご協力いただいた５１箇所の事業所に分かれ、校外での職場体験を行う

予定です。この２つの機会を通し、「働くこと」について考える機会となればと願っています。せっかく

の機会です。是非ご家庭でも、子どもたちにその様子をお聞きいただくと共に、「職業」や「働く意味」、

保護者の皆様の願いなどについて話をする時間を取っていただければと思います。 

水道管を繋ぎます 自動車のドアの解体 指紋採れました！ 

○第７７回酒田市体育大会 柔道 男子個人戦 第３位：佐藤凜恩さん(3-1) 渡會瑠生さん(2-1) 

 

○第１５回山形県中学生相撲選手権大会 優勝 仲條峻太郞さん(3-3) 

 

 

昨日の昼の放送。とってもいいなあと思いながら聞きました。 

前半は図書委員の企画でした。期末テストが近づく中、図書館にある「勉強法」に関する本の紹

介でした。タイトルや大まかな内容にとどまらず、その本の生かし方や勉強への取り組みへの呼び

かけなど、自分の言葉で語る雰囲気が感じられる内容でした。 

後半は、先週の「小さな公づくり」の取り組みに関する放送でした。班会→班長会→学級会を経

て、各学級の課題への取り組みに関して、昨日は２年生が発表をしました。これまた唯の報告では

なく、他の学級の取り組みに助言を求めるなど内容の深いものでした。「語れる六中生が増えてい

るな」という思いを強くしました。 



 


